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　ヤマゴボウ科ヤマゴボウ属の多年草。北アメリカ原産で明治
の初めに渡来したとされ，空き地や道端などにごく普通。茎は
太く赤みを帯び，背丈は 2m にもなる。花序は垂れ下がり，花
はやや赤みを帯びた白色であるが熟すと黒紫色になる。この果
実をつぶすと赤紫色の果汁が出るが，これが衣類や皮膚に着く
となかなか落ちない。全体にアルカロイドなどの有毒成分が含
まれる。
　子どものころ，大阪の堺市に住んでいた。小学校の 4，5 年
生の頃だっただろうか算盤塾へ通っていた。特に算盤の上達を
望んでいたわけでもなく，少し離れたところの子ども達も集
まってくるのが楽しかった。その塾の道向こうに少し大きな空
き地があった。塾に通う子どもらは，早めに集まって空き地で
遊ぶのが楽しみであった。

　夏休みに入ると，集まる時間も早くなってくる。その空き地
にもうっそうと草が繁り，その草をかき分けての秘密の基地づ
くりが始まるのである。周りには子どもの背丈以上の草が繁っ
ていた。通路になるところを足で踏み固めながら，その奥を少
し広げて草を座布団のように敷き，何するわけでもなく家から
持ってきたお菓子を食べていた。
　ところがある日を境に基地づくりが終わった。仲間の誰かが
服を紫色に染めて帰ったところ家の人に見とがめられ，お兄さ
んかお姉さんか，誰か植物に詳しい人に教えられた。その草は

「ヨウシュヤマゴボウ」と言って毒なんだよ，と。
　以来，未だに，ヨウシュヤマゴボウを見ると触らずに避けて
通り過ぎている。
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